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【公開日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-051
【出願番号】特願2019-106420(P2019-106420)
【国際特許分類】
   Ｆ２８Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｆ２８Ｆ   3/08     (2006.01)
   Ｆ２８Ｄ   9/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２８Ｆ    9/00     ３２１　
   Ｆ２８Ｆ    9/00     ３３１　
   Ｆ２８Ｆ    3/08     ３０１Ａ
   Ｆ２８Ｄ    9/02     　　　　
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９９Ｙ
   Ｆ２５Ｂ    5/02     　　　Ｃ
   Ｆ２５Ｂ   39/02     　　　Ｍ
   Ｆ２５Ｂ   39/04     　　　Ｈ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３８５Ｚ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｃ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月2日(2021.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍サイクル装置であって、
　オイルを含む冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１Ａ）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒を第１熱媒体に放熱させる放熱器（１２Ａ）と、
　前記放熱器を通過した冷媒を減圧する減圧部（１３Ａ）と、
　前記減圧部で減圧された冷媒を第２熱媒体と熱交換させて第２熱媒体から吸熱する吸熱
器（１４Ａ）と、を備え、
　前記吸熱器（１４Ａ）は、冷媒が流通する複数の冷媒流路部（１４１）と第２熱媒体が
流通する複数の熱媒体流路部（１４２）とが交互に積層されて構成される流路積層体（１
４０）を有し、
　複数の前記冷媒流路部は、外形寸法のうち前記流路積層体の積層方向に直交する第１方
向の寸法が前記積層方向および前記第１方向それぞれに直交する第２方向の寸法よりも大
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きくなっており、
　前記流路積層体は、複数の前記冷媒流路部それぞれに冷媒の入口となる冷媒入口部（１
４３）および冷媒の出口となる冷媒出口部（１４４）が設けられるとともに、前記第１方
向が鉛直方向に近くなる姿勢で設置されており、
　前記冷媒出口部は、前記冷媒流路部の上端部位（１４１ａ）よりも前記冷媒流路部の下
端部位（１４１ｂ）に近い位置に設定されている、冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　前記放熱器は、冷媒を凝縮させる凝縮部（１２１Ａ）、前記凝縮部を通過した冷媒の気
液を分離するとともに、サイクル内で余剰となる液冷媒を貯留する受液部（１２２Ａ）を
有し、
　前記吸熱器は、冷媒の出口側が前記圧縮機の冷媒吸入側に接続されている、請求項１に
記載の冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　冷凍サイクル装置であって、
　オイルを含む冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒を熱源として空調対象空間に送風する送風空気を暖める
放熱器（１２）と、
　前記放熱器を通過した冷媒を減圧する第１減圧部（１３）と、
　前記放熱器の冷媒流れ下流側において前記第１減圧部と並列に配置される第２減圧部（
１５）と、
　発熱機器を冷却する機器冷却時に前記第１減圧部で減圧された冷媒の蒸発潜熱を利用し
て前記発熱機器（ＢＴ）を冷却する冷却器として機能し、前記放熱器を通過する冷媒を熱
源として前記空調対象空間に送風する送風空気を加熱する室内暖房時に吸熱器として機能
する機器用冷却器（１４）と、
　前記第２減圧部で減圧された冷媒の蒸発潜熱を利用して前記空調対象空間に送風する送
風空気を冷却する空調用冷却器（１６）と、を備え、
　前記機器用冷却器は、冷媒が流通する複数の冷媒流路部（１４１）と熱媒体が流通する
複数の熱媒体流路部（１４２）とが交互に積層されて構成される流路積層体（１４０）を
有し、
　複数の前記冷媒流路部は、外形寸法のうち前記流路積層体の積層方向に直交する第１方
向の寸法が前記積層方向および前記第１方向それぞれに直交する第２方向の寸法よりも大
きくなっており、
　前記流路積層体は、複数の前記冷媒流路部それぞれに冷媒の入口となる冷媒入口部（１
４３）および冷媒の出口となる冷媒出口部（１４４）が設けられるとともに、前記第１方
向が鉛直方向に近くなる姿勢で設置されており、
　前記冷媒出口部は、前記冷媒流路部の上端部位（１４１ａ）よりも前記冷媒流路部の下
端部位（１４１ｂ）に近い位置に設定されている、冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記放熱器は、冷媒を凝縮させる凝縮部（１２１）、前記凝縮部を通過した冷媒の気液
を分離するとともに、サイクル内で余剰となる液冷媒を貯留する受液部（１２２）を有し
、
　前記機器用冷却器および前記空調用冷却器は、冷媒の出口部が前記圧縮機の冷媒吸入側
に接続されている、請求項３に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項５】
　前記空調用冷却器の冷媒流れ下流側には、前記空調用冷却器の出口側の冷媒の圧力を前
記機器用冷却器の出口側の冷媒の圧力よりも高い圧力に維持するための圧力調整弁（１７
）が配置されている、請求項３または４に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項６】
　前記冷媒流路部は、前記冷媒出口部に向かって流れる冷媒がダウンフローとなるように
構成されている、請求項１ないし５のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
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【請求項７】
　前記冷媒流路部は、前記冷媒入口部が前記冷媒出口部よりも上方側に設定されている、
請求項１ないし６のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１に記載の発明は、
　冷凍サイクル装置であって、
　オイルを含む冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１Ａ）と、
　圧縮機から吐出された冷媒を第１熱媒体に放熱させる放熱器（１２Ａ）と、
　放熱器を通過した冷媒を減圧する減圧部（１３Ａ）と、
　減圧部で減圧された冷媒を第２熱媒体と熱交換させて第２熱媒体から吸熱する吸熱器（
１４Ａ）と、を備え、
　吸熱器（１４Ａ）は、冷媒が流通する複数の冷媒流路部（１４１）と第２熱媒体が流通
する複数の熱媒体流路部（１４２）とが交互に積層されて構成される流路積層体（１４０
）を有し、
　複数の冷媒流路部は、外形寸法のうち流路積層体の積層方向に直交する第１方向の寸法
が積層方向および第１方向それぞれに直交する第２方向の寸法よりも大きくなっており、
　流路積層体は、複数の冷媒流路部それぞれに冷媒の入口となる冷媒入口部（１４３）お
よび冷媒の出口となる冷媒出口部（１４４）が設けられるとともに、第１方向が鉛直方向
に近くなる姿勢で設置されており、
　冷媒出口部は、冷媒流路部の上端部位（１４１ａ）よりも冷媒流路部の下端部位（１４
１ｂ）に近い位置に設定されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、
　冷凍サイクル装置であって、
　オイルを含む冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、



(4) JP 2020-200972 A5 2021.10.14

　圧縮機から吐出された冷媒を熱源として空調対象空間に送風する送風空気を暖める放熱
器（１２）と、
　放熱器を通過した冷媒を減圧する第１減圧部（１３）と、
　放熱器の冷媒流れ下流側において第１減圧部と並列に配置される第２減圧部（１５）と
、
　発熱機器を冷却する機器冷却時に第１減圧部で減圧された冷媒の蒸発潜熱を利用して発
熱機器（ＢＴ）を冷却する冷却器として機能し、放熱器を通過する冷媒を熱源として送風
空気を加熱する室内暖房時に吸熱器として機能する機器用冷却器（１４）と、
　第２減圧部で減圧された冷媒の蒸発潜熱を利用して空調対象空間に送風する送風空気を
冷却する空調用冷却器（１６）と、を備え、
　機器用冷却器は、冷媒が流通する複数の冷媒流路部（１４１）と熱媒体が流通する複数
の熱媒体流路部（１４２）とが交互に積層されて構成される流路積層体（１４０）を有し
、
　複数の冷媒流路部は、外形寸法のうち流路積層体の積層方向に直交する第１方向の寸法
が積層方向および第１方向それぞれに直交する第２方向の寸法よりも大きくなっており、
　流路積層体は、複数の冷媒流路部それぞれに冷媒の入口となる冷媒入口部（１４３）お
よび冷媒の出口となる冷媒出口部（１４４）が設けられるとともに、第１方向が鉛直方向
に近くなる姿勢で設置されており、
　冷媒出口部は、冷媒流路部の上端部位（１４１ａ）よりも冷媒流路部の下端部位（１４
１ｂ）に近い位置に設定されている。
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